
男性からの相談に関する問い合わせも増加傾向にあることから、
現在実施している男性相談の実施回数を増やすなど支援体制の充
実を図る必要がある。

「男性相談」の実施回数を年36枠から年48枠に増やすことで、支
援体制の充実を図ることができた。

・相談人数：延べ22人、相談件数：42件

事業目標
・男性相談の相談者数：40人→実績 22人

男女共同参画センター男性相談事業【鹿児島市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

事業番号 ２

男性からの相談に関する実施回数を増やすことで、支援体制の
充実を図ったが、潜在的な支援対象者の支援につながるような効
果的な情報の提供やアプローチ等を行う必要がある。

・鹿児島市男女共同参画審議会

（構成団体）

鹿児島国際大学、鹿児島県弁護士会、志學館大学、鹿児島大学
総合教育機構共通教育センター、鹿児島県青少年男女共同参
画課男女共同参画室、厚生労働省鹿児島労働局雇用環境・均
等室、ＮＰＯ法人地域サポートよしのねぎぼうず、連合鹿児島地
域協議会、鹿児島市民生委員児童委員協議会、鹿児島人権擁
護委員協議会、公益社団法人鹿児島県看護協会、株式会社丸
屋、鹿児島商工会議所、鹿児島市PTA連合会、鹿児島市中学校
長会、鹿児島県社会保険労務士会

悩みや不安を人に伝えないことが多く、苦しみをひとりで抱えこみ
がちな男性に対し、仕事の悩みや夫婦関係など身近な人間関係の
悩み、健康、性、生き方などにかかる多様な悩みの相談に応じるた
めの「男性相談」を実施。対応は、男性の心理士へ依頼する。

・相談業務（来所、電話）※男性の心理士が対応
月1回（3枠）、土曜または日曜に実施（年36枠）に加え、

奇数月の第2水曜日（年6回）の夜間（年12枠）を相談日として、
新たに設定した。

個別事業費 ７３ 千円

交付金額 ３６ 千円



事業の概要

【カードサイズリーフレット（男性相談カード）】【ポスター・チラシ】

・男性相談カードは、市役所等の各窓口のほか、トイレなど、
  男性が目にし、手に取りやすい場所への設置を依頼した。

（おもて）

（うら）
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